
 
クレーン製造・整備従事者のための 

クレーン関係実務者研修会開催のご案内 
 

                                 ー クレーンの設計思想と耐用期間のとらえ方 ― 

 

                  主催 （社）日本クレーン協会  東海支部 
                     ク レ ー ン 製 造 整 備 部 会 

 
 クレーンによる労働災害が今なお、多数発生しておりその原因として、クレーン設備の余寿命評価が
十分でなかったため被災している場合が見受けられます。機械の安全対策を進めるため、“機械の包括

的な安全基準に関する指針”が平成 19 年７月に全面改正される等、機械による労働災害を防止するた
めのリスクアセスメントの重要性は益々高まっているところではありますが、従来のメンテナンスとは

別に、予防メンテナンスの観点から、クレーンの寿命に対するアセスメントのあり方とその対応につい

て認識することが必要です。 
クレーン等の経年疲労破壊による事故を未然に防止するためには、現行の“定期自主検査”や“性能

検査”だけでなく、疲労という観点からの“余寿命評価”と“耐用期間に達したクレーンの適切な処置”

が必要となり、そのためにクレーンに関わる実務者は、クレーンの稼動履歴を把握するとともにそのク

レーンの設計段階における情報を正確に捉えておく必要があります。 
今回、クレーン製造・整備関係実務者等を対象に標記の研修会を開催し、クレーンの寿命についての

研修会を開催することといたしました。 
クレーン製造・整備関係実務者等の皆さんには、この機会に是非とも参加していただき、災害防止に

資せられますようお願い方々ご案内いたします。 
 

記 
  １．日  時：平成２２年２月１７日（水）１３時３０分～１６時００分 
  ２．会  場：東照ビル１階 大会議室（定員１００名） 
         名古屋市中区丸の内２－２－１５ ℡052-231-4633 
  ３．内  容 

『クレーンの寿命についての考え方』 
          講 師 菱栄工機株式会社  
                           技術部長      伊  藤    高   氏  
    『巻上機の特別アセスメント  

－ 産業機械工業会・電機工業会指針の解説 －』 
講 師 ＭＨＳコネクレーンズ㈱名古屋工場 

                     取締役工場長   須  藤  達  哉 氏  
 ４．参 加 費：１，０００円（資料、消費税含） 
５．申込方法：下記申込書に所定事項記入の上会費を添えて（社）日本クレーン協会東海支部

(名古屋市中区丸の内２-２-15 ℡052-231-4633)までお申し込み下さい。 
                会費振込先：（社）日本クレーン協会 東海支部 

三菱東京ＵＦＪ銀行大津町支店 普通 ３９２７３８６ 
 

「クレーン関係実務者研修会」申込書 
          参加費  名分     合計      円を添えて申し込みます。            

 
事業場名 

 
 

 
所 在 地 

 
 

 
参加者氏名 

 
 

 
参加者氏名 

 
 

 
参加者氏名 

 
 

 
参加者氏名 

 
 

 
連絡担当者氏名           電話番号 

  （振込月日：   月   日）    （社）日本クレーン協会 東海支部 行 
※ 講師に質問等ありましたら申込の際にご連絡下さい(FAX 052-231-3219) 


